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図 1 調査地点位置図 

 

既 No.1 

既 No.2 

凡例 

新規ボーリング地点 

  既往ボーリング地点 

1-1’地質断面位置 
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1 調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 地質断面図（1-1’断面） 

1 
1’ No.4 

No.1

1－1’地質断面の概要 

＜地盤構成＞ 

基盤岩である超丹波帯(Nlm)の上に猪名川によ

って形成された河岸段丘の沖積砂礫層(Ag)、その

上位の猪名川近傍に沖積砂質土層(As)、表層に薄

く沖積粘性土層(Ac)が堆積している。 

＜想定される構造物の支持層＞ 

N 値 30 以上のライン。Ag 層内に位置している。 

＜地下水位＞ 

ボーリング結果より、Ag 層内に地下水位があり、

地下水は西北西から東南東にむかって流れ、猪名

川に流入する。 

地質層序表 

地質断面位置図 

No.1 

No.4 

沖積粘性土層 

超丹波層群砂岩頁岩互層 

超丹波層群砂岩頁岩互層 

沖積粘性土層 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積砂質土層 

想定地下水位 
Ac 

想定支持層 

Tl 

As 

Ag 

Nlm 

地質断面図 

地質年代 地層区分 地質 土質 記号
N値

（平均）

B -

粘性土 Ac
4～7

(5)

砂質土 As
1～21

(11)

礫質土 Ag
14～50

(39)

洪積層 礫質土 Tl -

古生代

ペルム紀

超丹波層群

（粘板岩）
砂岩頁岩互層 Nlm -

沖積層

盛　土

新生代

第四紀

完新世

No.4 

1’ 1 
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図 3 地質断面図（2-2’断面） 

No.5 

No.3

地質層序表 

地質断面位置図 

No.3 

No.5 

2 
2’ 

沖積粘性土層 

沖積粘性土層 

超丹波層群砂質頁岩 

超丹波層群砂質頁岩 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積礫質土層 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積砂質土層 

2－2’地質断面の概要 

＜地盤構成＞ 

基盤岩である超丹波帯(Nlm)の上に猪名川によって形

成された河岸段丘の沖積砂礫土層(Ag)、その上位の猪名

川近傍に沖積砂質土層(As)、表層に薄く沖積粘性土層

(Ac)が堆積している。No.5 地点において、砂質土層(As)

と粘性土層(Ac)の間に薄く砂礫層(Ag)をレンズ状に挟

んでいる。 

＜想定される構造物の支持層＞ 

N 値 30 以上のライン。Ag 層内に位置している。 

＜地下水位＞ 

地下水は Ag 層内にあり、西北西から東南東にむかっ

て流れ、猪名川に流入する。 

想定地下水位 
想定支持層 

2 2’ 

Ac 

Ag 

Nlm 

As 

Ag 

Tl 

地質断面図 

地質年代 地層区分 地質 土質 記号
N値

（平均）

B -

粘性土 Ac
4～7
(5)

砂質土 As
1～21

(11)

礫質土 Ag
14～50
(39)

洪積層 礫質土 Tl -

古生代
ペルム紀

超丹波層群
（粘板岩）

砂岩頁岩互層 Nlm -

沖積層

盛　土

新生代
第四紀
完新世

想定地下水位 
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図 4 地質断面図(3-3’断面) 

No.1 

No.3

3 

3’ 

地質層序表 

地質断面位置図 

No.1 

No.2 

No.3 

No.2 

沖積粘性土層 

沖積粘性土層 

沖積粘性土層 

超丹波層群砂質頁岩 

超丹波層群砂質頁岩 

超丹波層群砂質頁岩 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積礫質土層（支持層相当） 

想定地下水位 

想定支持層 

3 
3’ 

Ag 

Nlm 

Ac 

地質層序表 

地質断面図 

3－3’地質断面の概要 

＜地盤構成＞ 

基盤岩である超丹波帯(Nlm)の上に猪名川によって形成された河岸

段丘の砂礫層(Ag)、その上位に粘性土層(Ac)が堆積している。3-3’

断面において、砂質土層(As)は確認されていない。 

＜想定される構造物の支持層＞ 

N 値 30 以上のライン。沖積砂礫層内に位置している。 

＜地下水位＞ 

地下水は Ag 層内にある。流動方向は西北西から東南東向きである。 

 

地質年代 地層区分 地質 土質 記号
N値

（平均）

B -

粘性土 Ac
4～7

(5)

砂質土 As
1～21

(11)

礫質土 Ag
14～50

(39)

洪積層 礫質土 Tl -

古生代

ペルム紀

超丹波層群

（粘板岩）
砂岩頁岩互層 Nlm -

沖積層

盛　土

新生代

第四紀

完新世

想定地下水位 
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図 5 地質断面図（4-4’断面） 

4－4’地質断面の概要 

＜地盤構成＞ 

基盤岩である超丹波帯(Nlm)の上に猪名川によって形成

された河岸段丘の砂礫層(Ag)、その上位に砂質土層(As)、

粘性土層(Ac)が堆積している。既往の柱状図も同様の地層

構成となっている。 

＜想定される構造物の支持層＞ 

N 値 30 以上のライン。沖積砂礫層内に位置している。 

 

＜地下水位＞ 

地下水は Ag 層内にあり、地下水流動は西北西から東南東

に向かって流れて、猪名川に流入する。 

 

※注釈 

・地下水位測定時期は、既往ボーリングが H14 年 10 月 

(豊水期）に対し、今回のボーリングは H31 年 3 月 

(渇水期）であり、測定時期が異なる。 

地質層序表 

No.4 

No.5

4 

4’ 

地質断面位置図 

No.4 

No.5 

想定地下水位 

想定支持層 

4’ 4 

Ac 

Ag 

沖積粘性土層 

沖積粘性土層 

超丹波層群砂質頁岩 

超丹波層群砂質頁岩 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積礫質土層 

沖積礫質土層（支持層相当） 

沖積砂質土層 

沖積砂質土層 

地質断面位置図 

地質年代 地層区分 地質 土質 記号
N値

（平均）

B -

粘性土 Ac
4～7

(5)

砂質土 As
1～21
(11)

礫質土 Ag
14～50
(39)

洪積層 礫質土 Tl -

古生代

ペルム紀

超丹波層群

（粘板岩）
砂岩頁岩互層 Nlm -

沖積層

盛　土

新生代

第四紀
完新世
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2 調査結果とりまとめ  地盤定数の設定 

・代表 N 値 

標準貫入試験結果から、各地層ごとの平均 N値を表 1にまとめた。 

代表 N値は、表 1で算定した各地層毎の平均 N値を用いることとした。なお、N値の最大値を 50 とした。ま

た、礫障害の影響が顕著と想定された箇所については、10cm 毎の打撃回数の最小値を 3倍したものを採用 N値

とした（表 1の緑部分）。 

 

表 1 地層ごとの標準貫入試験結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土質定数 

表 2に土質定数の一般値を示した。表 2を参考に表 1で示した各地層における代表 N値より、地盤定数を設定

した。なお、粘性土の粘着力については、N 値との相関性が高い 1 式（Terzaghi-Peck の式）を用いた。また、

As 層および Ag 層は粘着力 c=0 として内部摩擦角で評価する。 

表 2 土質定数（一般値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：社団法人 日本道路協会「道路土工 盛土工指針 H22 年 4 月」) 

 

表 3 N 値と相対密度・ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （参考：「ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾎﾟｹｯﾄﾌﾞｯｸ」p196） 

 

 

Ag 層 

As 層 

Ac 層 

0～10 10～20 20～30

No.1 0.15 ～ 0.45 1 2 2 5 / 30 5 粘性土層 － Ac
No.2 0.15 ～ 0.45 1 2 1 4 / 30 4 粘性土層 － Ac
No.3 0.15 ～ 0.45 1 2 3 6 / 30 6 粘性土層 － Ac
No.3 1.15 ～ 1.45 1 3 3 7 / 30 7 粘性土層 － Ac
No.4 0.15 ～ 0.45 1 1 2 4 / 30 4 粘性土層 － Ac
No.4 1.15 ～ 1.45 2 4 4 10 / 30 10 砂質土層 － As
No.4 2.15 ～ 2.45 7 14 15 36 / 30 21 砂質土層 － As
No.5 2.15 ～ 2.45 3 3 4 10 / 30 10 砂質土層 － As
No.5 3.15 ～ 3.45 1 1 / 30 1 砂質土層 － As
No.1 1.15 ～ 1.45 10 11 12 33 / 30 33 礫質土層 － Ag
No.1 2.15 ～ 2.45 11 9 8 28 / 30 28 礫質土層 － Ag
No.1 3.15 ～ 3.45 17 11 22 50 / 30 33 礫質土層 － Ag
No.1 4.15 ～ 4.45 17 15 15 47 / 30 47 礫質土層 － Ag
No.2 1.15 ～ 1.42 16 20 14 50 / 27 50 礫質土層 － Ag
No.2 2.15 ～ 2.31 31 19 50 / 16 50 礫質土層 － Ag
No.2 3.15 ～ 3.45 8 12 12 32 / 30 32 礫質土層 － Ag
No.2 4.15 ～ 4.21 50 50 / 6 50 礫質土層 － Ag
No.3 2.15 ～ 2.45 9 11 8 28 / 30 28 礫質土層 － Ag
No.3 3.15 ～ 3.45 16 13 12 41 / 30 41 礫質土層 － Ag
No.3 4.15 ～ 4.43 14 15 21 50 / 28 50 礫質土層 － Ag
No.4 3.15 ～ 3.45 9 5 7 21 / 30 21 礫質土層 － Ag
No.4 4.15 ～ 4.45 17 19 13 49 / 30 49 礫質土層 － Ag
No.4 5.15 ～ 5.40 14 21 15 50 / 25 50 礫質土層 － Ag
No.4 6.15 ～ 6.35 14 36 50 / 20 42 礫質土層 － Ag
No.5 1.15 ～ 1.45 4 5 5 14 / 30 14 礫質土層 － Ag
No.5 4.15 ～ 4.45 14 15 12 41 / 30 41 礫質土層 － Ag

39

5

孔番号 試験深度（m）
10cm毎の打撃回数 打撃回数

採用N値 平均N値
貫入量

11

地層名
岩級

区分

断面図上

の記号

密実なもの 

密実でないもの 

中間値 
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・1 式 

粘着力 C(kN/m2) 

、      （Terzaghi-Peck の式）  より C=6.25N  

 

【Ac 層】 

 表 4 に Ac 層が確認された No.1～No.4 の標準貫入試験結果を示した。 

 

表 4 標準貫入試験結果（Ac 層） 

 

 

 

 

 

表 4 より、Ac 層の代表 N値は 5であり、粘性土のコンシステンシー（相対稠度）は、「中ぐらい」に分類され

る。これらの結果より、表 2 の土質定数の一般値および 1 式を用いて、Ac 層の内部摩擦角および粘着力を以下

のように設定した。 

 

Ac 層の土質定数 

単位体積重量 γ= 17(kN/m3) 

粘着力    c = 31.3  (kN/m2) 

内部摩擦角  φ= 20(°) 

 

【As 層】 

 表 5 に砂質土層が確認された No.4 および No.5 の標準貫入試験結果を示した。 

表 5 標準貫入試験結果（As 層） 

 

 

 

 

表 5 より、As 層の代表 N 値は 11 であり、砂地盤の相対密度において、「中間値」に分類される。これらの結

果より、表 2の土質定数の一般値を用いて、As 層の内部摩擦角を以下のように設定した。なお、前述のとおり、

粘着力 c=0 とした。 

 

 

 

 

 

 

 

As 層の土質定数 

単位体積重量 γ= 17(kN/m3) 

粘着力    c = 0  (kN/m2) 

内部摩擦角  φ= 25(°) 

 

 

【Ag 層】 

 表 6 に Ag 層が確認された No.1～No.5 の標準貫入試験結果を示した。 

 

表 6 標準貫入試験結果（Ag 層） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 より、Ag 層の代表 N値は 39 であり、表 2の土質定数の一般値を用いて、礫混じり砂の密実なものが対象

となり、Ag 層の内部摩擦角を以下のように設定した。なお、As 層と同様に、粘着力 c=0 とした。 

 

Ag 層の土質定数 

単位体積重量 γ= 20 (kN/m3) 

粘着力    c = 0  (kN/m2) 

内部摩擦角  φ= 40(°) 

表 7 設定土質定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

qu
2

1
C =

地質 土質 記号 N値
単位体積重量

(kN/m
3
)

粘着力

(kN/m
2
)

せん断抵抗角

(°)

粘性土 Ac
4～7

(5)
17 31.3 20

砂質土 As
1～21

(11)
17 0 25

礫質土 Ag
14～50

(39)
20 0 40

0～10 10～20 20～30

No.1 0.15 ～ 0.45 1 2 2 5 / 30 5 粘性土層 － Ac
No.2 0.15 ～ 0.45 1 2 1 4 / 30 4 粘性土層 － Ac
No.3 0.15 ～ 0.45 1 2 3 6 / 30 6 粘性土層 － Ac
No.3 1.15 ～ 1.45 1 3 3 7 / 30 7 粘性土層 － Ac
No.4 0.15 ～ 0.45 1 1 2 4 / 30 4 粘性土層 － Ac

5

孔番号 試験深度（m）
10cm毎の打撃回数 打撃回数

採用N値 平均N値
貫入量

地層名
岩級
区分

断面図上
の記号

0～10 10～20 20～30

No.4 1.15 ～ 1.45 2 4 4 10 / 30 10 砂質土層 － As
No.4 2.15 ～ 2.45 7 14 15 36 / 30 21 砂質土層 － As
No.5 2.15 ～ 2.45 3 3 4 10 / 30 10 砂質土層 － As
No.5 3.15 ～ 3.45 1 1 / 30 1 砂質土層 － As

孔番号 試験深度（m）
10cm毎の打撃回数 打撃回数

採用N値 平均N値
貫入量

11

地層名
岩級

区分

断面図上

の記号

0～10 10～20 20～30

No.1 1.15 ～ 1.45 10 11 12 33 / 30 33 礫質土層 － Ag
No.1 2.15 ～ 2.45 11 9 8 28 / 30 28 礫質土層 － Ag
No.1 3.15 ～ 3.45 17 11 22 50 / 30 33 礫質土層 － Ag
No.1 4.15 ～ 4.45 17 15 15 47 / 30 47 礫質土層 － Ag
No.2 1.15 ～ 1.42 16 20 14 50 / 27 50 礫質土層 － Ag
No.2 2.15 ～ 2.31 31 19 50 / 16 50 礫質土層 － Ag
No.2 3.15 ～ 3.45 8 12 12 32 / 30 32 礫質土層 － Ag
No.2 4.15 ～ 4.21 50 50 / 6 50 礫質土層 － Ag
No.3 2.15 ～ 2.45 9 11 8 28 / 30 28 礫質土層 － Ag
No.3 3.15 ～ 3.45 16 13 12 41 / 30 41 礫質土層 － Ag
No.3 4.15 ～ 4.43 14 15 21 50 / 28 50 礫質土層 － Ag
No.4 3.15 ～ 3.45 9 5 7 21 / 30 21 礫質土層 － Ag
No.4 4.15 ～ 4.45 17 19 13 49 / 30 49 礫質土層 － Ag
No.4 5.15 ～ 5.40 14 21 15 50 / 25 50 礫質土層 － Ag
No.4 6.15 ～ 6.35 14 36 50 / 20 42 礫質土層 － Ag
No.5 1.15 ～ 1.45 4 5 5 14 / 30 14 礫質土層 － Ag
No.5 4.15 ～ 4.45 14 15 12 41 / 30 41 礫質土層 － Ag

39

岩級

区分

断面図上

の記号
平均N値

貫入量
孔番号 試験深度（m）

10cm毎の打撃回数 打撃回数
採用N値 地層名

12.5Nqu =
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 支持層の設定 

表 8に参考として、各機関による支持層の目安を示した。構造物の支持層として砂質土、砂礫層の場合、N値

≧30 相当の地層を支持層として設定することが望ましい。 

 

表 8 各機関による支持層の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に各地層の支持力について整理した。 

 

Ac 層 

代表 N値は 5であり、支持層として不十分である。構造物を建設した場合に転倒あるいは地表面の変状等が発

生する恐れがある。Ac 層は層厚が 1m 程度と薄いため、構造物の建設にあたっては取り除くことが望ましい。 

As 層 

 代表 N 値は 11 であるが、値が１～36 までばらつきがある。N 値が低い部分は支持層として不十分であり、As

層を支持層とする場合は地盤改良等の対策を行うことが望ましい。 

Ag 層 

代表 N 値は 39 であり、構造物の基礎として十分な支持力をもつ層であると言える。ただし、Ag 層の上位は N

値 30 未満の部分があるため、想定支持層線以深で支持させることが望ましい。 

結果、構造物の支持層として Ag 層が妥当である。山側では GL-3.0～－3.5ｍ付近に、川側では GL-4.0～-4.2m

付近に想定支持層が位置する。さらに Ag 層の上位の Ac 層および As 層を支持層とする場合、地盤改良等の対策

が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地下水位の設定 

図 6に地下水位等高線図（調査ボーリング掘削時(2019 年 3 月)）を示した。 

各調査地点 No.1～No.5 の掘削時に確認した水位を用いており、全体に“西北西～東南東”に向かって流下し

ている状況である。但し、No.5 付近がやや低いため、豊水期の水位変動と併せて、今後の追加調査の際には、

地下水観測孔を設置して、計測することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 地下水位等高線図（ボーリング調査時） 
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 液状化の検討 

 この章では、調査地に分布する地盤の内、液状化が生ずる可能性のある地層として、砂質土(As)層が最も厚く

確認された No.5 地点の調査結果を用いて、地下水位が上昇した場合を想定して、液状化判定を行った。なお、

液状化の検討は、『道路橋示方書・同解説 V 耐震設計編 H29.11』に準じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 ボーリング No.5 地点位置および柱状図 

 

 (1)液状化判定の諸条件 

 1)地震動の設定 

  レベル 1地震動、レベル 2地震動（タイプ 1、タイプ 2） 

2)地表面(完成時における地表面)の設定 

  現況地盤高を完成時における地表面とする。 

 3)地下水位の設定 

ボーリング調査時に確認された地下水位から＋1.0m 上昇した場合を想定し、判定を行う。 

調査時の地下水位 GL-4.40m ⇒ 判定時の地下水位 GL-3.40m（想定） 

 4)耐震設計上の基盤面 

  本調査地の基盤岩である、超丹波帯(泥岩、砂岩)を耐震設計上の基盤面とする。 

 5)耐震設計上の地盤種別 

  地盤種別の算定式および平均せん断弾性波速度の算定式を用いて算出し、耐震設計上の地盤種別より、No.5

地点はⅠ種地盤と判定される。 

（出典：社団法人 日本道路協会「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編 H29.11」） 

 

表 9 地盤種別の算定結果 

ボーリング位置 No.5 

地盤の基本固有周期 TG(s) 0.104 

表-3.6.1 による判定 TG＜0.20 

地盤種別 Ⅰ種地盤 

 

 6)設計水平震度 

  設計水平震度は、設計水平震度の算定式、設計水平震度の標準値により求める。 

また、算定に用いる地域別補正係数 Cz は、以上より Cz=1.0 を用いる。 

  ◇レベル 1地震動 

   Cz=1.0、khgL0=0.12 より、khgL0=1.0×0.12=0.12 となる。 

  ◇レベル 2地震動タイプ 1 

   Cz=1.0、khgL0=0.50 より、khgL0=1.0×0.50=0.50 となる。 

  ◇レベル 2地震動タイプ 2 

   Cz=1.0、khgL0=0.80 より、khgL0=1.0×0.80=0.80 となる。 

7)液状化判定対象層の抽出 

  液状化の判定に必要なパラメーターとして、細粒分含有率 FC・50％粒径・10％粒径は、土質試験結果一覧

表を用いた。単位体積重量γは、表 7設定土質定数を用いた。これらを用いて液状化判定対象層の抽出を行い、

表 10 にとりまとめた。 

  これによると、想定地下水位以深に分布する As 層および Ag 層が液状化判定対象層と判断される。 

 

 

 

 

 

沖積砂質土(As)層 
1ｍの水位変動を想定 

No.5 
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表 10 液状化判定対象層の抽出結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  As 層の土質試験結果：試験番号 5P02 を使用 

  Ag 層の土質試験結果：試験番号 4P04 を使用 

 

(2)液状化判定結果 

No.5 地点において、仮に地下水位が現況より 1.0m 上昇した場合を想定すると、レベル 1 地震動では、As

層・Ag 層ともに FL 値≧1であり、液状化は生じないものと判断される。なお、レベル 2地震動では、As 層で

FL 値≦1となり、液状化するものと想定される。 

  これより、設計における耐震性能によっては、液状化対策の必要な場合も想定されることから、必要に応じ

て、地下水観測に基づく水位設定を用いて、詳細に液状化検討を行うことが必要である。 

 

表 11 液状化判定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表層粘土層の地盤挙動 

 調査地に分布する表層粘土(Ac)層は、代表 N値が 5とコンシステンシー（相対稠度）は「軟らかい」から「中

ぐらい」に分類される。但し、構造物の支持層としては不十分と考えられる。 

加えて、造成盛土による荷重増加により、圧密変形及びすべり破壊の伴うせん断変形を生じる可能性も考えら

れる。このため、造成盛土の設計においては、置換あるいは地盤改良等の対策工を講じることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 表層粘土層による地盤挙動のイメージ図 

 

  課題と今後の方針について 

・構造物の支持層としては、N値≧30 の Ag 層が妥当である。 

・地下水は西北西～東南東に向かって流下している。但し、No.5 の地下水位が低く、地下水観測孔を設置して、

計測することが望ましい。 

・液状化に関して、レベル 1地震動では、As 層・Ag 層ともに FL 値≧1であり、液状化は生じないものと判断さ

れる。レベル 2地震動では、As 層で FL 値≦1となり、液状化するものと想定される。 

・造成盛土による荷重増加により、圧密変形及びすべり破壊の伴うせん断変形を生じる可能性が考えられる。こ

のため、造成盛土の設計においては、置換あるいは地盤改良等の対策工を講じることが望ましい。 

 

 

 

 

地点名

地下水位

FL値 強度比R 低減係数DE FL値 強度比R 低減係数DE FL値 強度比R 低減係数DE

3.80 As層 1.265 0.152 1 0.304 0.152 0 0.222 0.178 0

4.30 Ag層 36.477 4.630 1 8.754 4.630 1 10.943 9.260 1

黄色ハッチ：FL≦1を示し、液状化すると判断される

計算深度
(GL-  m)

地下水位＋1.00m上昇時

No.5

レベル1地震動 レベル2地震動タイプ1 レベル2地震動タイプ2
地層区分

せん断変形 

圧密変形 

Bor測点 No.5

地下水位 GL-3.40ｍ

地層名

湿潤重量

γt

(kN/m
3
)

測定深さ

(GL- m)
採用N値

細粒分

含有率

FC(%)

塑性指数

IP

50％粒径

(mm)

10％粒径

(mm)

液状化

判定を考慮

Ac 17 0.30 8 － － － － しない

Ag 20 1.30 14 － － － － しない

As 17 2.30 10 － － － － しない

As 17 3.80 1 27.7 試験未実施 0.19 算定不可 考慮する

Ag 20 4.30 41 9.1 試験未実施 6.7 0.12 考慮する
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巻末資料 

土質柱状図およびコア写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質柱状図及びコア写真（No.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質柱状図及びコア写真（No.2） 
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土質柱状図及びコア写真（No.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土質柱状図及びコア写真（No.4） 
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土質柱状図及びコア写真（No.5） 

 

室内土質試験結果 

土質試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粒度試験結果の三角分類図 

 

 

 

 

試料番号

（深さ）

No.1 1P02

（2.15〜2.45m）

No.3 3P01

（1.15〜1.45m）

No.3 3P03

（3.15〜3.45m）

No.4 4P01

（1.15〜1.45m）

No.4 4P04

（4.15〜4.45m）

No.5 5P00

（0.15〜0.45m）

No.5 5P02

（2.15〜2.45m）

湿潤密度 ρt g/cm3

乾燥密度 ρd g/cm3

土粒子の密度 ρs g/cm3 2.633 2.622 2.663 2.623

自然含水比 Wn  

間隙比 e

飽和度 Sr ％

物理試験時の自然含水比 ％ 6.5 22.6 8.6 20.5 5.5 17.4 22.1

石 分（75mm以上）％

礫 分（76mm以上）％ 53.6 1.8 66.2 22.0 75.2 35.7 12.5

砂 分（77mm以上）％ 33.3 38.0 23.6 49.0 15.7 37.7 59.8

シルト分（78mm以上）％ 34.3 14.9

粘土分（79mm以上）％ 25.9 11.7

細粒分含有率 FC % 13.1 60.2 10.2 29.0 9.1 26.6 27.7

最大粒径 ｍｍ 26.5 9.5 26.5 19.0 26.5 19.0 26.5

均等係数 Uc - - - - 70.0 484 -

曲率係数 Uc’ - - - - 8.93 3.10 -

粒径Ｄ10 mm - - - - - - -

粒径Ｄ20 mm 0.25 0.0022 0.54 - 1.2 0.024 -

粒径Ｄ50 mm 2.70 0.04 5.2 0.25 6.7 0.69 0.19

地盤材料の分類名
粘性土まじり

砂質礫
砂質粘性土

粘性土まじり

砂質礫
粘性土質礫質砂

粘性土まじり

砂質礫
粘性土質礫質砂

礫まじり

粘性土質砂

分類記号 （GS-Cs） （CsS） （GS-Cs） （SCsG） （GS-Cs） （SCsG） （SCs-G）

分 類

13.1 10.2 29.0 9.1 27.7

一 般

粒 度

No.3（3P03） 

No.4(4P04) 

No.3(3P03) 
No.5(5P00) 

No.1(1P02) 

No.5（5P02） 

No.4(4P01) 


